





































R19001115 無署名:判検事試験 「明治法学J14 p75 (注)筆記試験
及第者 A覧に尾佐竹の氏名記載
明治34年 (1901年)
R19010115 無署名:判事検事登用試験及第者 「明治法学J16 p85 
(注)尾佐竹の氏名記載
明治35年(1902年)
R19020720 無署名:[任判事、福井地方] 1明治法学J40 p58 (注)
尾佐竹の氏名記載
明治36年(1903年)
R19030108 無署名:録事 福井支部例会 「明治法学J51 p95 (注)
尾佐竹を校友会福井支部の幹事に選出したこと
明治37年(1904年)
R19041108 無署名:福井支部幹事 「明治学報J78 p88 (注)監事に
( 2 ) 
指名したこと
大正6年(1917年)
R19170101 安東危西[柳田国男]:方言 「郷土研究J4(10) p58 (注)
尾佐竹が関心をもった伊豆新島の方言「デヰ(出居)Jにつ
いて (再)2000. 2. 25 1"層住竹獄氏J ~柳田園男全集』
25 筑摩書房 p201 など
R19170831 柳田国男:一目小僧の話(18) 1"東京日日新聞J p3 (注)
尾佐竹が伊豆諸島で聞いた神話のこと (再) 1988.11. 
25 ~柳田園男全集~ 7 筑摩書房 p420-422 など
大正10年 (1921年)








R19251120 無署名:賭博と掬撲の研究 「東京日日新聞J p8欄外
(再)1933.4. 15 W賭博と掬摸の研究』 前付p7
R19251123 無署名:賭博と掬摸の研究(新刊紹介) r報知新聞J p3 
(再)1933.4. 15 ~賭博と掬摸の研究』 前付p6
R19251125 無署名:賭博と掬摸の研究(出版界) r東京朝日新聞J p8 
欄外 (再)1933.4.15 ~賭博と掬摸の研究』 前付p7
R19251205 無署名:賭博と掬撲の研究(新刊紹介) r大阪朝日新聞J
p10欄外 (再)1933.4.15 W賭博と掬摸の研究』 前付p6-7
R19251220 無署名:拾八歳のときの河野広中 「読売新聞J p4 (注)
『維新前後に於ける立憲思想』掲載の挿画を紹介
-334一

























前付p7-8『賭博と掬摸の研究』(再)1933.4. 15 p20 
昭和2年(1927)
p33-34 「文書春秋J5 (9) 柳田国男不幸なる芸術 (4)R19270901 
1999.4. (再)(注)尾佐竹の犯罪に係る見解について













発達史をlき!示した明治教育文化展覧会 「駿台新報J p8 
(注)明治大学47周年記念。展覧会委員、出品者
R19280717 無署名:道楽半分からたうとう博士 おなじみの尾佐竹さん














(講談社学術文庫 907) 講談社 1989. 12. 10 p270-278 
R19290829 無署名:雑記帖 「読売新聞J p4 (注)大津事件と尾佐竹
の説について
昭和5年(1930年)
R19300111 無署名:ゴシ、ソプ 「読売新聞J p4 (性)牛殖器崇拝に関
する出佐竹の見解について
R19300124 無署名;明治初年撮影の二重橋のおもかげ一敬神家の手か
ら宮内省へ納められた珍写真 「東京朝日新聞J p3 (注)
同写真に尾佐竹が感心したこと
R19300704 無署名:読書界風景 「読売新聞J p4 (設)花園歌子『芸
者通』出版記念会における尾佐竹





















































覧会ヘ公爵家から特に出品 「東京朝日新聞J pll (注)
尾佐竹らが立ち会って選定したことについて




R19341124 三宅正太郎:W明治文化叢説~ (読書頁) r東京朝日新聞J
p6 













R19370101 無署名:尾佐竹猛 『現代日本人名辞典~ (中央公論別冊 52-
































































天覧に供える憲政資料の数々 「読売新聞」夕刊 pl (注)
尾佐竹による選定について
R19401129 無署名:晴れの式典を彩る憲法制定の秘話 世に出た博文公
の貴藁な書翰 「読売新聞J p7 (注)新出資料が層佐竹を
喜ばした






R19421211 無署名:前回大将追悼音楽会 「朝日新聞J p3 (投)講演
R19421216 無署名:故前回大将の偉勲を偲ぶ文化奉公会で“講演と音
楽の会朝日新聞」夕刊 p3 (注)講演
R19421225a無署名:内閣辞令(二十四日) i朝日新聞」夕刊 pl (注)
任検事
-328一








































R19591220 瀬森利彰:1尾佐竹猛博士」しのぶ草 「能州史叢J2 (3) 
7 p8 
昭和初年(1963年)
R19630100 松本清張:相模国愛甲郡中津村 「婦人公論J8 (2) 560 p 
278-295 (注)尾佐竹『明治秘史疑獄難獄』所収「藤田組の
贋札事件Jを参考 (再)1964. 1. 1 文護春秋新社より同名
名単行本ほか
昭和39年(1964年)














R19661114 無署名:W賭博と掬摸の研究』が復刊 「読売新聞J p20 
R19661220 無署名:おさたけたけき 高柳光寿・竹内理三編『角川日本
史静典』 角川書府 p144 
昭和42年 0967年)
一326-
( 11 ) 
????????
『明治大学、人とその思想』 明治大学









































R19730501 無署名:おさたけ・たけさ 『日本国語大辞典~ 3 小学館
p553 →R20060101 
昭和50年(1975年)
R19750801 小倉正一郎:おさだけたけし 『石川県大百科事典』 北国出
版社 p1l7
昭和51年(1976年)
R19760320 無署名:おさたけ たけき 『コンサイス人名辞典一日本編』
三省堂 p258 
昭和52年 (1977年)




代文学大事典~ 1 講談社 p331 (投)名前の読みは「た
けし」
R197711l8b田熊滑津子:明治文化研究会 『日本近代文学大事典~ 4 p 
516-517 (注)尾佐竹の肖像写真あり
昭和53年(1978年)















全集月報J96 (第37巻附録) 筑摩書房 p7-8 (注)職員





4 (2) pltH9 







R19810201 松本消張:不運な名前 藤川組贋札事件 「オール読物j





期日本官僚制の制度・組織・人事』 東京大学出版会 p52 
R19811210 無署名:おさたけ・たけき 『国語大辞典』 小学館 p356 
昭和57年(1982年)
R19821220 無署名:おさたけ・たけき 時枝誠記・占回精一編『角川困




聞社社会部編『戊辰物語~ (岩波文庫 青431-1) 岩波書庖
p271 (注)元版は1928.5. 28蔦里閣書房、但し、談話者の
略歴はない
R19830310a無署名:尾佐竹競 『日本史事典』 平凡社 p168 
R19830310b無署名:尾佐竹猛 『人物レファレンス事典J m 現代編
上 日外アソシエーツ p470
R19830709 田熊清津子編:W尾佐竹猛~ (人物書誌大系4) 日外アソシ
エーツ A5判、 104p (内容)年譜、著作目録 (879点、明
治27年一昭和55年 l月)、参考文献目録的点、大正14年12月一
昭和56年1月)
R19830729 無署名:尾佐竹猛 『昭和物故人名録』昭和元年~54年 日
外アソシエーツ p1l8 
昭和59年(1984年)
R19840801 五木寛之:風の王国第二部(15) r小説新潮J38 (8) 
482 p247-261 (注)小説。「柳田国男・尾佐竹猛座談会」
(r文審春秋J5 (7) 1927.7.1)を引用 (再)1985.1.30 p 
231-259 新潮社より同名単行本 ほか
R19841102 宇野俊一:おさだけたけき 『大百科事典~ 2 平凡社 p
995 →R 19880315 
昭和60年(1985年)























(注)憲法科学の曙光 鈴木安蔵博士追悼論集~ p308-331 
R19o40ilOil参照
昭和63年 (1988年)
























日本近現代) r明治大学学園だよりJ196 p6 
R19910305 無署名:おさたけ たけき 『新潮日本人名辞典J 新潮社
p402 
R19910416a三谷太一郎:校注 三谷太一郎校訂 I大津事ーロシア皇太子
大津遭難~ (岩波文庫青182-1) 岩波書店 p265-314
RJ9910416b三谷太一郎:解説 ベ谷太一郎:校注三谷太ー郎校訂『大
津事件ーロシア皇太子大津遭難~ p315-333 →R20010920 
『政治制度としての陪審制』








りJ207 p4 (再)1 97. 11. 25 Il'木村礎著作集Jl1 少女
たちの戦争・年譜 名著出版 p265-266
R19920925 石川恵美:おさたけたけき 安岡昭男編 『近現代史用語事
典』 新人物往来社 p42 →R19950815 
R19921118 宇野俊一:尾佐竹猛 『日本史大事典Jl1 平凡社 p1196 
平成5年(1993年)
R19930805 大多誠:尾佐竹猛北園新聞社出版局編 『石川県大百科事
典』 北岡新聞社 p190 










「中央学院大学法学論叢J8 (1) p47-126 
平成7年(1995年)
R19950220 竹中佳彦:W日本政治史の中の知識人一自由主義と社会主義











R19950815 石川|恵美:おさたけたけき 武光誠他編 『日本史用語大事
典』 新人物往来社 p200-201 ←R19920925 




史に立ち向かう) 大久保利謙著 l 日本近代史学事始め~ (岩
波新書新赤版427) 岩波書庖 p83-97









R19970420 無署名:おさたけたけき 朝尾直弘ほか編 『角川旧本史辞
典』新版角川書庖 p165





R19970801 古関彰一:憲法五O年一尾佐竹猫を思う 「中央公論J112 (9) 
1356 p27-29 


































p172-183 「歴史民俗学J14 (10) 
住友和子:賭博や掬摸の裏社会を措いた最高裁判事の稀代のR19990715 
続尾佐竹猛の奇書を読む(サライ・ブ、ックレビュー名著


















R20000115 山泉進:尾佐竹猛(明大人の遺産) ["明治J5 p72-73 
R20000331 原秀成:大正デモクラシーと明治文化研究会一日本国憲法を




史人物辞典』 山川出版社 p197 ←R19971022 





R20010220 無署名:おきたけ・たけき 『日本国語大辞典』第2版 小
学館 p 1112 




(2016. l. 10閲覧) (注)校訂・磯川全次批評社 1999 に
ついて →R20061030 
R20010720 大久保利謙:おさたけたけき 白井勝美他編『日本近現代人




館、明治大学図書館 A4判 8p (注)展覧会出品目録













































物・人材情報リスト 2004~ 日外アソシエーツ p95 




と悪党の民俗学~ (歴史民俗学資料叢書第2期 4) 批評
社 p105
R20040724 出久根遺郎:かわうその祭り 94 ["朝日新聞J夕刊 p3
(注)小説、尾佐竹『明治秘史疑獄難獄』所収「露国皇太子
大津遭難湖南事件」を紹介




猛研究 I p4-5 
R20050325b疲辺隆春:民権結社の成立と地方民会論 「大学史紀要J
9 p8-54 (注)尾佐竹憲政史の特色など →R20071001 
R20050325c山泉進:裁判と事件と歴史一「裁判事件史J開拓者としての




































モ-R19730501p780 小学館l紋日本国語大辞典~ 1 
















人権際問・貞操践閤 「大学史紀要J10 p8-38 → 
R20060320c秋谷紀男:尾佐竹猛の賭博史研究一司法官・歴史家としての
尾佐竹猛 「大学史紀要J10 p39-63 →R20071001a 
R20060;320d吉田悦志:尾佐竹猛における「歴史と文学Jの杭相一融通無
碍の一貫性 「大学史紀要J10 p64-85 →R20071001a 
R20060320巴鈴木秀幸:近代史の中の郷土一加能地方出身の尾佐竹猛につ
いて 「大学史紀要J10 p88-13R →R2007100 la 
R20060320f別府昭郎:大学人としての尾佐竹猛 「大学史紀要J10 p 
139-162 
R20060320g山岸智子:アンピヴァレンスの人一家族のなかの尾佐竹猛
「大学史紀要J10 p163-181 →R20071001a 
R20060524 渡辺隆喜:尾佐竹猛著作集「維新史編j解題 『尾佐竹猛著
作集~ 13 (維新史1) p485-508 
R20060925a長招秀明:尾佐竹猛著作集「文化史編」解題 『尾佐竹猛著
作集~ 19 (文化・地)j山1) p639←653 
R20060925b飯津文夫:I尾佐竹猛著作集」第24巻「文化・地方史編J6 
解題 『尾佐竹猛著作集~ 24 (文化・地方史的 p559-
575 (阿)2015. [8J W飯津文夫書誌;選集~ (文献探索人叢書
26) 金沢文圃閣 p78-84 
R20061030 松岡正剛:ジャーゴンを愛した法学無用学尾佐竹猛下等
百科辞典 『松岡正剛千夜千冊~ 7男と女の資本主義
求龍堂 p875-878 ←R20010530 
平成19年 (2007年)
R20070101 富岡多憲子:湖の南 「新潮J104(1) p8-87 (注)尾佐竹
『大津事件』、「湖南事件の回顧j を引用し、最初にこの事件









































尾佐竹猛 p289-307 ←R20060320g 
飯津文夫:第9章書昔、調査からみた尾佐竹猛一明治大学で
の事績を中心に p309-364 (再)2015. [8] W飯湾文夫書








治大学中央図書館企画展示』 明治大学図書館 p1 
(注)会期:2007年 10月 12 日 ~11 月 21 日、協力:明治大学史
資料センター
R20071012b無署名:尾佐竹猛略年譜 『尾佐竹猛展.Jl p2-3 
R20071012c無署名:尾佐竹猛著作展示リスト 『尾佐竹猛展.Jl p4-11 
R2007111l 御厨貴:i尾佐竹猛研究J明治大学史資料センター繍 “異端"
判事の全貌 「読売新聞J p13 
R20071210 飯津文夫:尾佐竹猛伊藤隆、季武嘉也編『近現代日本人物



















































現代日本人物史料情報辞典~ 4 吉川弘文館 p299-300
(再)2015. [8] W飯津文夫書誌選集~ (文献探索人叢書26)
金沢文圃閤 p85-87 
R20110401 吉田悦志:明治大学史のなかの1本海文化(コラム 6) 明
治大学史資料センター編『明治大学小史一(個)を強くする
大学130年』 学文社 p138-139 (注) r歴史家・尾佐竹猛
から文学者・下母揮寛へJなど
R20111101 別府昭郎:尾佐竹猛 1880-1946 初代文科専門部長。本学
出身の学者トップ、大審院判事 明治大学史資料センター編




















































( 30 ) 
